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カウンセリングにおけるクライエントの変容

　カウンセリング関係の中で、人はどのようにして変化し、成長し、癒されていくのだろうか。また、人は自ら
が抱えている問題をどのように乗り越えるのだろうか。あるいはその問題とともにどのように生きていくように
なるのだろうか。これらのことを、いくつかのカウンセリング事例を通して考えていきます。その際、臨床場面
から生み出されてきた各種の療法や技法についても紹介します。
　また、生徒の発達段階に応じたカウンセリングのあり方や、カウンセリングを生かした進路指導、キャリアカ
ウンセリングについても考察していきます。
　さらに、学校教育現場で起きている「不登校」をはじめとする諸問題につてカウンセリングの立場から実践的
に検討し、保護者とのかかわり方、保健室での支え方、学校医・カウンセラー・外部機関などとの連携の在り方
につて考えます。

１．カウンセリングにおける必要・十分条件
２．「基礎理論」としての来談者中心療法
３．体験過程療法とEXPスケール
４．認知行動療法の理論と実践
５．深層心理学的アプローチの実際
６．グループ療法の特徴
７．サポートグループの実践と展開
８．ファシリテーション技法の実践的検討

９．子どもの発達段階とカウンセリング
10．「発達障害」とカウンセリング
11．「問題行動」とカウンセリング
12．学校カウンセリングの特徴と実践
13．学校カウンセリングにおける「連携」の重要性
14．進路指導とカウンセリング
15．キャリアカウンセリングの理論と実践

その都度知らせます。

テスト及び平常点

http://www.icc.ac.jp/


